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　　　This　paper　discusses　a　guide　of　a　self　learning　system　for　library　use　and　information

retrieval．　The　guide　consists　of　six　categories，　which　are　derived　from　the　processes　of　research

and　information　retrieval．　These　categories　are　understanding　of　topics　and　disciplines，　know－

how　of　information　retrieval，　searching　books　＆　articles，　fact　findings，　proof，　and　writing　papers．

Reference　books　are　arranged　by　these　categories　in　the　guide．　The　guide　focuses　on　multi一，

cross一，　trans一，　and　inter－disciplinary　studies　for　students．　Accordingly，　its　arrangement　is　diffe－

rent　from　Sheehy’s　Guide　to　Reference　Books，　which　is　arranged　by　disciplines　and　edited　for

librarians．　This　article　suggests　that　it　is　necessary　to　develop　self　BI　guide　based　on　cognitive

science　in　order　to　make　up　for　a　deficit　in　one－shot　lecture　BI　and　reference　service，　and　re－

gards　a　self　BI　guide　as　an　intermediate　between　them．　lt　also　focuses　on　users’　independence

from　librarians　in　information　seeking．　There　is　a　liberation　from　library　anxiety　in　the　back－

ground　of　a　construction　of　the　self　BI　guide．
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1．はじめに

学際的なセルフビブリオグラフィヅク・インストラクション・ガイドの構築

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の中で特に関心や疑問を持った点を詳しく調べようと言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　う動機から始まる。論文作成の定型を求めることは学問

　情報量の増加，情報メディアの多様化，情報への依存，

情報過多，情報の産業化，図書館の巨大化という状況に

おいて，米国では“Library　Anxiety”（図書館利用不安

症候群）と言う言葉が使われるようになってきており，

その言葉は，利用者が図書館を利用する時，図書館・文

献探索法が分からず，利用者が不安に陥る状況を的確に

表現している。図書館・情報学においても図書館員や研

究者が心理的な側面に関心を持ち始めている1）。　こうし

た言葉の出現は，図書館の概略サービスを主体としたオ

リエンテーション，文献探索に重点をおいたビブリオグ

ラフィック・インストラクションや，それらに用いるメ

ディアの多様化，さらにレファレンス・サービスがある

にも関わらず，効果的な指導の困難さを示している。

　大学図書館では，オリエンテーションやBIを企画

し，学生の図書館利用不安症候群からの解放を目指して

いる。そして各種の利用指導はサービス対象，目的に見

合った形での実施が理想的である。大学図書館は，学部

生，大学院生，教員をそのサービス対象とし，授業・カ

リキュラム，論文作成，研究に対して支援し，それぞれ

に必要な資料を選書・収集し，コレクション・デベロッ

プメソトを展開している。それに並行して閲覧・貸出，

レファレンス・サービス，利用指導を行なっている。授：

業・カリキュラムとの関係における図書館利用不安は，

授業で使うテキストや，先生が授業で紹介した図書が図

書館で探せない場合が想定される。その場合は，著者，

書名目録カードや，OPACの使い方を知っていれば解決

する。その役割を演じているのがオリエンテーションで

ある。学部生の論文作成であれば，求めていることは，

論文作成に必要な図書・雑誌論文の探し方であり，原資

料を多用する研究では資料の探し方や所蔵である。こう

したことに関わる利用不安はBIやレファレンス・サー

ビスで解決可能である。

　特にここでは，学部生や大学院生が論文を作成する際

に陥る利用不安を解消するためにBIを取り上げて見る

ことにする。効果的なBI開発の模索の中にあって，本

稿は，論文作成と文献探索過程，学習過程に焦点をあ

て，その中からBIの構成要素を求め，新しい包括的，

総合的なBIのガイドを構築するものである2）。

II．論文作成過程と文献探索過程

論文作成は，自分の興味のある書物を読んでいて，そ

分野によって異なるため困難であるが，「およそすべて

にあてはまることだと思うが，科学的認識は次のような

順序でなされるもの」であり，それは，「問題を設定し

たら，観察一仮説の導出一検証または実験による仮説の

検証一理二化」3）である。

　論文作成については，多くのハンドブックが出版され，

論文作成の過程，即ちテーマの設定から論文の書き方ま

で，学生に書く手掛かりを提供している。そこで簡潔に

述べているMLAのハンドブック，．114LA　Handbook　for

I7J7「iters　Of　Research　PaPers4）に基づいて論文作成の

過程について紹介してみよう。それによると，

1）関心のある主題を選ぶこと，

2）論文作成の目的を決めること，

3）論文における中心的な考えを表現する命題を書くこ

　と，

4）読み手を考慮すること，

5）論文を弱めるものを取り除きながら，予備リストに

　おける自分の考えと情報を集めること，

6）論文の目的に合う順に資料を並べ，方法，即ち持論

　を展開するのに用いる方法を決めること，

7）書いていくに従って，枠組みを保つ詳細な概略を構

　成すること，

8）明解な序論，本文，結論を確認しながら，予備的な

　原稿を書くこと，

9）予備的な原稿を批判的に読み，より効果的になるよ

　うに言葉を代え，順序を代え，取捨しながら，原稿を

　直すようにすること，

10）最後の訂正をして最終原稿を読み直すことである。

　MLAのハンドブックは10段階に分けて論文作成過程

を描いている。その内，フィードバック作業を除去して

表すと，それはユ）トピックスの把握，2）命題仮説の

設定，3）章の構成，4）章の概略，5）原稿を書くことであ

る5）。論文作成過程は，読む，メモをとる，考える，書く

という作業を繰り返して螺旋状に新たな次元へ発展して

いく過程で，そして一定の段階に到達して論文として完

成する。その過程の中で読む行為にかかる比重は高い。

読むという観点から論文作成過程を見ると，トピックス

を選ぶ時に，既に入門書を，概略を知るために百科辞典

に目を通している。さらにトピックスを深く理解するた

めに研究書や雑誌論文を読む。事項を調査する場合，二

一一一
@132　一一一



Library　and　lnformation　Science　No．　27　1989

　　　　　　　　論　文　作　成

読む　　　　メモをとる　　　　考える　　　　書く

トピックスの

c握 文献探索
黶@　一　　一　　一　　〇　　一　一　　　一　　一　　一　　一

ｶ献目録

噌　　　噸　　　＿　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　一

?　門　書

　図書館・

@　文献探索法

@参考図書の把握

黶@　　一　　　一　　一　　一　　　一　　一　　〇　　一　　　〇　　一　　一　　一　　一

@BI・ガイド　事項調査
黶@　　一　　　一　　　噌　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　一

@事典・辞書

　検　　証

黶@　一　　一　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　一

@資　　料

　論文の書き方

黶@　　一　　　一　　一　　　一　　〇　　〇　　　畠　　　一　　一　　　一　　一　　一　一一

@1マニュアル

第1図　論文作成と6つのカテゴリー

典・辞書を使う。また裏付けのために様々な資料を用い

る。論文の書き方，言葉の言い回し方もマニュアルで学

ぶ。さらに上述した資料を深すためのガイドブックも

必要になる。概観すると，文献探索過程は6つのカテゴ

リーに分けることができる。6つのカテゴリーとそれに

伴う工具を上げてみると，それは次のようになる。

1）　トピックスの把握

　論文を書く際には，まず関心のあるトピックスを限定

して，テーマを設定していく。またそのトピックスを大

きな観点や視点で把握したり，また一般的な視点で捉え

るために，入門書や百科辞典をみる。さらにそのテーマ

と現在の研究状況との関連を考えて，これから行う研究

の意義付けを行う。その工具として学会誌や研究案内が

ある。

2）　図書館・文献探索法

　トピックスや概要を把握したら，次の段階としてその

トピックスを深く知り，さらにテーマに関する研究書や

論文を読む段階に入るが，それ以前にそれらを探す方法

を知らなくてはならない。まず図書館の施設，サービス

の概略を知るオリエンテーションを受け，さらに文献の

探索法や参考図書類を紹介するBIを受けて図書館利用

と文献探索法を系統的，体系的に理解する。そしてオリ

エンテーションやBIのほか，知識の拡大に役立つガイ

ドがある。

3）文献探索

　図書館利用や文献探索法を知った後，実際に文献目録

でトピックスに関わる研究書や雑誌論文を探す。この場

合，探す目的によって文献目録を選ぶ必要がある。主

題，内容，時期，累積，継続，抄録などの種類のほか，

メディアの多様化に伴い冊子体，CD－ROM，オンライン

など様々な形態で出されている。そしてカード目録，

OPAC，総合目録によって所在の有無を確認して，閲覧

する。

4）事項調査

　研究書や雑誌論文を読む過程において分からない事

項，人物，字句が出てきた場合，事典・辞書を使う。事

項や事実の確i認は，事典・辞書に限らず，年表，地図，

年鑑などの参考図書を用いる。

5）検証

　仮説を構築したり，ある仮説を論証するにはその裏付

けとなる資料，データが必要となる。検証材料には，政

府刊行物，議会資料，統計，法令・判例，日記・書簡な

どの私文書，古文書，観察観測・実験データなどがある。

6）論文の書き方

　読む，メモをとる，考える，書くという作業からなる

論文作成過程のなかで，最後の段階が読者に理解しやす

く，説得力のある論文を書くことである。その技術，即

ち論文の構成，脚注の付け方，文法の用法，表現の方法

については，論文の書き方のマニュアルを使う。

　文献探索過程を詳細に分析して行くと，6つのカテゴ

リーからなり，論文作成の進行，深化に伴って，概説

書，入門書，研究書，雑誌論文，文献目録事典・辞書，

資料，マニュアル，ガイドブックなどそれぞれ目的に見

合った工具を利用する。そして6つのカテゴリーこそ，

論文作成に必要な基本的な要素であり，BIに組み込ま

れるべき内容と言える。

III．図書館・文献探索法についての知識の提供

　図書館は，図書館・文献探索法についての知識の提供

を様々な形で行っている。開館時間，目録についての利
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用案内パンフレット，広報活動としての学報図書館の

概略，施設，サービスを紹介するオリエーテーショソ，

文献探索法を指導するBI，そして尋ねてきた際に提供

するレファレンス・サービスなどがある。一方，自主的

な文献探索の手掛かりになるガイドや，参考図書を紹介

したガイドが出版されている。こうした図書館・文献探

索法についての知識の提供サービスや工具は，それぞれ

目的があり，ここでは，論文作成に直接関わるBIと各

種ガイドを取り上げて，それらをレファレンス・サービ

スとの関連において論じていくことにする。

A．ゼミに沿ったBI

　BIとレファレンス・サービスとの関係は，情報量の

増大，情報のメディアの多様化，そして図書館の巨大化

とともに変化してきている。レファレンス・サービスと

BIとの関係を対立的にとらえたのが，今日的なBIの

萌芽状況にあった60年代半ぽのシラーの論文である6）。

80年代に入り，BIが定着化するにつれて，レファレン

ス・サービスとBIを相互補完的な関係に捉えるよう

になってきている7）。レファレンス・サービスのテキスト

として評価を得ているウィリアム・ヵッッのZntrodu－

ction　lo　Reference　Work第4版3）には“Bibliogra－

phic　Instruction，，，ないし‘‘Library　Instruction”と

いう言葉は，巻末の索引に出てきているに過ぎないが，

第5版には索引のほか，章として“Bibliographic＆

Enduser　Searching　Instruction”が設けられており，

BIの定着化に伴って，カッツは論文作成とレファレン

ス・サービスにおける労力軽減の2つの側面から言及し

ている9）。

　一般に論文作成には自立性が要求されると同様，図書

館利用，文献探索にも自立性が要求される。したがって

学生に図書館利用，文献探索についての知識をできるだ

け与え，さらに自分で探せない時にでも適切なガイドで

解決できる環境を作ることが必要である。そして自分で

解決できない状況に直面した場合初めてレファレンス・

カウンターを尋ねる形が，論文作成に見合う図書館利用

法と言える。

　BIは教員や学生の要望，カリキュラムや図書館の事

情に応じて様々な形で実施されている。“one－shot　lec－

ture”や“course　related　BI”と呼ばれるゼミに沿っ

たBI，レファレンス・サービスの一環としてインフォ

ーマルに行われるBI，カリキュラム化され図書館員に

よるBI，カリキュラム化され教員によるBIなどがあ

る10）。そこで日本，米国でも最も普及しているゼミに沿

ったBIに焦点を当てて論じていくことにする。

　ゼミに沿ったBIは一・般的に次のような形で実施され

ている。ゼミの指導教授か，ゼミ委員がBI・コーディ

ネーターと呼ばれるレファレンス・ライブライアンにB

Iの依頼をする。専攻，人数，日時などを聞いて，BI

・コーディネーターは担当者を決め，日程等と調整する

わけである。ゼミの時間帯に行なわれることが多いため

に，時間は90分程度である。説明内容は文献探索法，ゼ

ミ専攻科目における基本的な文献目録の紹介が中心であ

る。そして簡単な館内ツアーが行われるケースが多い。

　このように実施されるゼミに沿ったBIは固有な特色

を持っている。BIは図書館・情報についての知識をア

プリオリに提供し，効率よく自立的に図書館を利用でき

るようにし，文献を探索できるようにすることを目的と

している。例えば，索引・文献目録からある雑誌論文を

見つけてそれを探索する過程を想定してみよう。自館の

雑誌所蔵目録を探し有無を確認し，有れば三三場所にい

く。一方自照に無ければ，他館の：蔵書目録や総合目録を

調べて有ればレファレンス・デスクで紹介状を持って所

：蔵館へ自分で行くか，或は遠方の図書館であるなら，郵

便で複写依頼を出す。この過程における行動パターンの

系統性と，情報環境の体系性，拡大性を提示している。

つまり例外的な要素をできるだけ排除して一般化された

要素のみ説明し，汎用性を重視するわけである。

　そしてBIで得た図書館・文献探索法についての知識

は，実践の場として論文作成過程において初めて活かさ

れる。文献探索において困難な問題に直面した時，BI

で記憶した知識を再生して問題解決を自立的に計る。

　ところで，ゼミに沿ったBIは，文献探索法に重点を

おいているために，総合的な図書館・文献探索法につい

ての知識の提供と言う観点から見ると，必ずしも充分で

ない側面がある。そこでゼミに沿ったBIの不充分さを

取り上げてみることにする。まず，第一に論文作成過程

における6つのカテゴリーを必ずしも含んでいないこと

である。文献探索法，トピックスの理解のために入門

書，研究書や雑評論文を探す文献目録の使い方と紹介，

事項を調べる事典・辞書の紹介，検証のために用いる基

本的な資料の紹介，論文の書き方のマニュアルの紹介な

どの内容は，論文作成に不可欠である。しかしながら，

ゼミに沿ったBIでは文献探索法に伴う文献目録，カー

ド目録の使い方や紹介に焦点が当てられており，それ以

外のカテゴリーは内容に含んでいない。そして時間的な
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制約のため，すべてを紹介することは不可能に近いので

ある。

　第二に，分野別の基本的な文献目録や事典・辞書を取

り上げるに過ぎないことである。詳細なガイドはパスフ

ァインダーとして配られる場合があるが，あくまでもそ

の専攻にかかわる参考図書に限られる。研究分野の多様

化が進む現在，分野によっては，他の分野の研究成果に

依存する面が出てきている。政治理論，政治思想，政治

史，国際関係から：構成される政治学において，マックス

・ウェーバーにおける政治思想について研究する場合を

考えてみよう。ウェーバーの研究業績は幅が広く，単一・

の学問分野で表現することは不可能である。ウェーバ

ーについての概説書である住谷一彦のrマックス・ヴェ

ーバー』においては，ウェーバーの研究業績を紹介し，

その多彩なことを示している11）。またウェーバー研究を

見ると，社会学，宗教学，政治学，行政学，経済学，哲

学，歴史学などあらゆる角度から研究がなされている。

したがってウェーバーを政治学的側面から研究する場合

でも，政治学以外の分野も無視できないのである。

　隣接，学際的な研究に少し目を向けてみよう。エズラ

・ヴォーゲルのノ砂απAs　Number　Onei2）やジョン・

フェアーバンクのTke　United　States　and　C13伽α13）な

ど所謂地域研究は，歴史，地理，政治，経済，社会，教

育，文化など多くの学問分野と関わっている。また社会

史研究の一派であるアナール派の代表的なルシアン・フ

ェーブルのrフランス・ルネサンスの文明』14）において

は古地図，版画，絵画を手がかりに議論を進めている。

さらに次のような研究もある。江戸時代を自然現象，国

際関係，経済政策，市場，生活文化，大衆化社会，外国

から見た日本など様々な視点から様々な分野の研究者に

よって論じたのがr歴史のなかの江戸時代』3）である。

このように研究の多様化，学際的研究においては自分の

主たる専攻以外の分野についての参考図書の知識が必要

となってきている。ゼミに沿ったBIにおいては，専攻

分野を優先するので，学際的研究への対応は難しいので

ある。

　第三は，BIを受ける学生の持っている図書館・文献探

索法についての知識の程度が異なることである。ゼミと

いうグループに対して行なわれるために，知識の個人差

が無視される。ある学生はBIで説明する内容が初めて

なので非常に興味を示すが，他の学生は既知なことなの

で関心を示さないなどの状況が生まれ易い。本来は，プ

レテストの結果によって程度別にグループを分けて実施

することが理想的だが，多くの面で困難が伴う。説明内

容を標準化したゼミに沿ったBIは，知識レベルの相違，

受講者のニーズを必ずしも満足させていない面がある。

　第四に，BIは手段を教わるに過ぎないことである。

BIはゼミに沿って行われるが，論文作成が学生にとっ

て本来の目的である。図書館・文献探索法についての知

識の学習は学生にとって目的でなく，あくまで論文作成

時における文献探索の手段に過ぎない。その結果，ゼミ

に沿ったBIは受講動機の消極的な面が残る。更に例を

以って説明するが，ゼミに沿った内容であっても直接性

が少なく，臨場感も乏しい。分からない時にレファレン

ス・サービスを尋ねる時は，本当に知りたいという切迫

感や顕在化したニーズがあるが，潜在的ニーズに対応す

るBIは，その面がレファレンス・サービスと比べて少

ないのである。

　第五に，ゼミに即した工具しか提供しないことである。

ゼミに沿ったBIはその目的を論文作成時に必要な文献

収集に絞っているため，図書館・文献探索法についての

知識としてのあらゆる形態，分野の参考図書を説明しな

い。日米間の輸出入量の統計は，国際経済専攻の学生に

とって直接関係するが，古代日本史を専攻する学生にと

って無縁である。しかしながら，統計情報については，

新聞，テレビなどの報道により日常生活において無意識

の内に関わっており，さらに卒業後の実社会において関

わりが深くなる可能性を持っている。ゼミの専攻によっ

ては用いない参考図書が多くある。情報社会と呼ばれる

現代においてあらゆる情報に精通する学生を社会に送り

出す役割を図書館は持っている。

　このように見ていくと，ゼミに沿ったBIを不充分さ

や限界性が残る。それらを補うサービス，工具が必要で

ある。

B．分野別ガイドと学際的ガイド

　ゼミに沿ったBIを見て来たが，自主的な文献探索に

ついての学習を促進させたり，BIを補足するガイド，

様々な分野別ガイドが米国では多く刊行されている2）。

そこでその中から例として4つ取り上げてその特色を示

して見よう。

　その分野の研究における特色を提示したガイドには，

The　Modern　Researcher15）がある。歴史研究の原則，

研究，論文の3つの章から構成されている同書は，歴史

の本質を説明すると共に，歴史研究の過程を示し，論文

の書き方を紹介している。そして図書館の目録カードや
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参考図書にも触れている。

　図書館の利用や文献探索法を書いたガイドとしてピア

リアソ社の“Library　Research　Guide　Series”が上げ

られる。同シリーズには教育，歴史，音楽，宗教，社会

学などの分野がある。例えばシリーズ5のLibrary　Re－

search　Guide　to　Sociologyi6）はトピックスの設定，目録

カードの見方，文献の見つけ方，参考図書の紹介，図書

館の使い方について述べられており，特に図書館におけ

る文献探索に焦点を当てている。

　参考図書を重点においたHOW　to　Find　out　in　Psychol－

ogy　i　7）は，心理学関係の事典，索引について紹介し，さら

に参考文献を掲載している。またJnfor〃zation　Sources

of　Political　Sciencei8）は政治学関係の参考図書と，政

府刊行物，外交文書，統計などの資料を上げている。

　このように既刊の分野別ガイドは，説明の重点をそれ

ぞれ研究，図書館，文献探索法，参考図書に設定して編

集しており，必ずしも，トピックスの把握から論文の書

き方まで，即ち6つのカテゴリーを総合的に扱っていな

いのである。

　学際的な参考図書のガイドとしてシーヒのGuide　to

Reference　Booksig）が一般的に図書館では使われてい

る。シーヒの構成は一般，社会，人文，自然科学という

学問領域の下に各学問分野毎に文献ガイド，文献目録，

事典・辞書という形で構成されており，いわば各分野毎

の参考図書ガイドを集めたものであると言える。その原

型はクレーガが1902年に編集したGuide　to　lhe　Study

and　Use’7f．Reference　Booles20）に求められる。

　クレーガの前書きによると，同書は図書館アシスタン

ト，図書館学専攻の学生，研究者をその対象としている。

その対象の中で最優先は図書館学専攻の学生である。

クレーガの第1版，マッジの第3版，ウインチェルの第

7版，シーヒの第9版，そして現在の第10版に引き継が

れている。シーヒによると，参考図書の紹介という編集

方針は第1版から変わっていないが，その対象が図書館

学専攻の学生から図書館員に変わってきている19）。参考

図書を分野別に構成し，それぞれの参考図書に解説を加

える方法は，クレーが以来ずっと継続されている。当初，

図書館学専攻の学生が知っておくべき参考図書を解説

し，1250点しか収録していない第1版であったが，第10

版のように1万数千冊をも収録するガイドは，図書館員

用の実務上の手がかりとして，図書館員が分からない時

に調べる工具化している。シーヒのガイドは参考図書の

類型化，概念を理解している図書館プロパーのためのガ

イドと言える。

　シーヒの小型版として基本的な参考図書を網羅してい

るThe　IVew　y∂矯Times　Guide　to　Reference　Mate－

ria　ls21）が1971年から出版されている。同書は，図書館

・文献探索法，タイプ別参考図書の紹介，分野別参考図

書の紹介，情報の評価，論文の書き方から構成されてお

り，論文作成の際に必要な要素をかなり満たしている。

しかしながら，基本的にはシーヒと同じように分野の下

に文献目録事典・辞書などの参考図書を配列している

のである。

　分野別構成による参考図書はその分野だけの研究につ

いては充足するが，学問分野の多様化に対応しにくい面

がある。上述したウェー・バーを例に挙げてみよう。ウェ

ーバーについての図書・論文をリストアップする場合，

まず政治学の文献目録哲学，社会学，そして経済学の

文献目録をみる必要がある。政治学の学生であれば，ゼ

ミに沿ったBIを受け，政治学関係の文献目録を知って

いる。しかしそれ以外の文献目録は全く知らない。その

ためにシーヒやニューヨークタイムズのガイドで他分野

のを探すことになる。分野別構成の場合，政治学を調べ

終わったら，次の分野を全く頁の離れた箇所を見に行か

なくてはならない。シーヒは多くの分野の参考図書を収

録しているが，文献目録を探す場合，隣接する分野の文

献目録を探すには，一一度「文献探索」という枠組みから

離れて「分野」を見つけ，そして文献目録を探さなくて

はならないのである。

　一方，自分の専攻以外のもの探す場合，分野別構成の

参考図書ガイドと比べて，6つのカテゴリーの下で分野

毎に配列した方が，他分野だからという抵抗感なく探す

ことが可能である。6つのカテゴリーの一つである「文

献探索」においで一般，社会科学，政治学，社会学，経

済学，そして人文科学，哲学などの文献目録を見ていけ

ば，ウェ・一一　■〈一・に関する図書・論文を探すことができる

のである。学問分野が多様化したり，隣接，学際研究が

盛んな現在，それに対応する参考図書の配列が必要であ

り，そうした配列こそ，真の学際的なガイドと言える。

　利用者サイドからガイドを論じてきたが，次にレファ

レンス・ライブラリアンからシーヒのガイドについて見

ていくことにする。レファレンス・サービスは，利用者

から質問内容を聞き出すインタビュー技術，その質問を

分析する主題知識その質問に関連する参考図書と結び

つける直感力，参考図書や蔵書についての記憶力から成

り立っており，そして図書館員が持っている図書館・文
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献探索法についての知識主題についての知識パーソ

ナリティに対する利用者の信頼の上に築かれている。

　そうした環境で行われるレファレンス・サービスは，

研究の多様化，細分化，学際化の状況にあって，シーヒ

のようなガイドに頼ざるを得なくなってきている。例え

ば，上述したウェーバーに関する文献を探したいという

質問を受けた場合，シーヒでは分野毎に文献目録を調べ

なくてはならない。シーヒは一見，分野別に構成されて

いるので学際的なガイドと見えるが，一分野毎独立して

いるのであり，本来の学際，隣接研究に適していない。

　参考質問は一般的に利用案内・指導，事項調査，所在

調査と類型化される。参考図書を示して回答する質問を

考えて見ると，ウェーバーについて文献を探そうとして

いる人には，総合的な文献目録や分野別文献目録を提示

し，ウェーバーの著作であるrプロテスタンティズムの

倫理と資本主i義の精神』を探している人には蔵書目録や

総合目録を教える。ウェーバー研究の新刊書を探してい

る人には市販図書目録を提示する。また，ウェーバーの

生没年については世界人名事典，ウェーバーの説く官僚

制については百科事典，社会科学事典，政治学事典を紹

介する。

　レファレンス・サービスにおいて参考図書を提示して

回答する場合，文献目録所蔵目録，総合目録などの文

献探索に使う工具か，人名事典，事典などの事項調査に

用いる工具という枠組みで処理し，そして利用者の内容

についての要求度の違いや，一般或は分野別の工具の有

無に応じて工具を提示する。仮に参考図書ガイドにおい

て，ある分野の文献を探す場合，分野毎で独立させるシ

ーヒのようなタイプに比べて，「文献探索」というカテ

ゴリーで分け，そしてそのカテゴリーの下に一般から分

野別文献目録を包括して構成したガイドの方が，レファ

レンス・サービスの回答に適合するやり方である。この

ことは既に述べた論文作成過程で分析した6つのカテゴ

リーにも一致するものである。

　図書館・文献探索法についての知識，とりわけ文献探

索法に力を入れたゼミに沿ったBIと，分野別及び学際

的ガイドを見てきたが，様々な面で不充分さと限界性が

残る。こうした不充分さと限界性を補う新しいガイド，

すなわちゼミに沿ったBIにない面を補い，従来と異な

る視点で見た参考図書ガイドが必要である。それはいわ

ぽ「セルフBIガイド」とでも呼ぶべきガイドである。

それは，つまり6つのカテゴリー，分野性，学際性への

拡大性，参考図書の種類とメディア，図書館・文献探索

法についての知識のレベル，動機な：どを考慮した複合的

な要素，機能を兼ね備えたBIである。

IV．学際的なセルフBI・ガイド

　新しい形のBI，セルフBI・ガイドの必要性を説い

たが，セルフBI・ガイドを図書館が従来から行なって

きたオリエンテーション，ゼミに沿ったBIや，レファ

レンス・サービスとの関係をどのように捉えるべきなの

であろうか。そこでBIの原点に帰り，教授一学習過程

の見地からセルフBI・ガイドの性格を明確にし，その

構成要素について検討することにする。

A．セルフBI・ガイドの性格

　ゼミに沿ったBI，カリキュラムに組み込まれたBI，

そしてセルフBI・ガイドは，利用指導，教育と呼ばれ

る如く，その本質は教授一学習過程であり，従ってあら

ゆるBIは，単に図書館・文献探索法についての知識を

提供するのではなく，教育学における教授一学習理論に

基づいて行われるべき性格を持っている。一般的に教授

一学習理論は，パブロフの刺激一反応や，部分から全体

をみていく行動理論，教育発展段階を重視して全体から

部分へと見ていく認知科学，入力と出力とを重視するサ

イバネティックスがある。米国においては既に多くの研

究者が学習理論をBIに適用して分析している22）。BI

は自立性を高め，図書館・文献探索法についての知識の

拡大を目的としている。一般的に認知科学は，こころの

科学であり，知識め理解・生成・発達を扱う科学であ

り，モデル構築の科学と言われている23）。そこで，教授

一学習過程に情報処理理論を結び付けているロバート・

ガニエの理論を参考にして，認知科学からBIにおける

教授一学習過程に焦点を当ててみていくことにする。ま

ずガニエは学習を次のように表している24）。

　学習理論は，情報処理理論である。このタイプの理論

によれば，学習現象の説明において考慮すべき心的過程

である。例えば，学習場面において，学習者の目，耳そ

の他の感覚に生じた刺激興奮は一定の神経的メッセージ

に変換される。そのメッセージは，貯蔵，再生ができる

ように神経組織のなかで変換される。再生された情報は

さらにその他の種類のメッセージに変換され，その人の

行為をコントロールする。その結果，ある実行行為が学

習されたことを示すスピーチやその他の動作があらわれ
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るのである。

　ガニエは以上のように学習過程を要約している。即

ち，受け入れた情報はその受取り手が従来からその情報

について持っていた知識と結合して，加工・変容された

情報を持つようになる。そして実際の場面においてその

情報が活用される。ガニエの理論をBIに置き換える

と，オリエンテーションや，以前から図書館利用で体得

していた事に，BIで得た情報が融合し，そして論文を

書く際に用いる文献を探す時に，自分が持っている図書

館・文献探索法についての全知識を記憶の中からその事

象に見合う知識を呼び起こしてそれが実践で活かされ

る。この過程が図書館・文献探索法についての知識の提

供を情報処理理論から見た教授一学習理論である。

　知識を発展段階的に捉える認知理論に基づいてBIを

見ていくと，BIを学生の図書館・文献探索法について

の知識の把握に応じたBIが必要である。学生はまず図

書館におけるサービスの概略をオリエンテーションで知

り，そしてゼミに沿ったBIを受ける。そして実際に利

用していて分からなければ，図書館・文献探索法につい

ての知識を扱っているガイドを自分で見ることによって

問題を解決する。そして自分で解決不可能な場合，レフ

ァレンス・サービスを尋ね，個別的に，詳細に，深く情

報を得る。こうした形が論文作成に伴う図書館・文献探

索法についての知識を得る理想的過程である。教授一学

習，いわゆる教育は自分による問題解決をすることを第

一義的に考えているからである。

　既に述べてきたがゼミに沿ったBIには固有な問題を

持っている。また情報探索における自立性を目指すBI

は，レファレンス・サービスへの過度の依存はその意図と

背反する。こうして見るとBIとレファレンス・サービ

スをつなぐ図書館・文献探索法についての知識を自主的

に学習するガイド，セルフBI・ガイドが必要と言える。

　そしてそうしたガイドには，認知理論に基づいた内容

が必要である。入力である教授と出力である学習の両面

をガニエの理論から説明すると，指導の側面を時系列的

に9つの段階に分けて説明している25）。そこですべての

BIに共通する内容である文献探索法の紹介を例にあげ

ながら，述べていくことにする。

1）注意の獲得

　学習者が注意を引くように指導する人は絶えず工夫し

ている。「論文作成のための文献収集をする時には，何

で調べるか」とか，質問して関心を論文作成過程に結び

つけようとする。この部分はいわば導入部である。

2）学習者に目的を知らせること

　文献目録を使えば，効果的に文献を探すことができる

ことを示し，その意義，位置付け，重要性を説明する。

3）以前に習得された能力の再生を刺激すること

　カード目録には著者，書名，分類，件名など個別的な

目録が，図書館にあった事を思い出せ，それとは異なる

探し方であることを説明して文献目録に対する違和感を

軽減する。

4）刺激材を提示すること

　基本的な文献目録や，そのコピーを提示する。単なる

説明だけの冗長性を防ぐ。

5）学習の指針を与えること

　目次でその文献目録の構成を知らせ，さらに本体の記

述内容を説明する。そして巻末に出ている索引を紹介す

る。単純から複雑へ，一般から高度へと説明のレベルを

上げ，ヒントなどを例示しながら，学習者に関心を持た

せて軌道に乗せることに重点を置く必要がある。

6）実行を引き出すこと

　学習指導が充分になされた場合，学習者は学習内容と

オリエンテーション

，

レファレンス・サーヒス

図書館・文献探索法についての知識

　　　　　学習・蓄積

T　t

”一
堰j’

論文作成・文献探索

　　再生・実践

T

・一一r

S　T

高度な図書館・

文献探索法の獲得

ゼミに沿ったBI セルフBI・ガイド

第2図　図書館・文献探索法についての認知過程
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内的に結びついた状態にある。そして実際に自分の関心

のあるトピックスを引かせてみる。文献目録から読みた

い資料を実際に見つけ出し，そしてその所蔵を調べて現

物へのアクセスをさせてみる。

7）　フィードバックを与えること

　学習者に必ず探しているものがすぐに探すことができ

ないということも示すようにする。収録範囲などが文献

目録によって異なるので，多くの文献目録を調べる必要

性を説く。

8）実行の評価

　正しく実行がなされたかを観察することは，学習成果

の評価につながる。そしてそれは同時に正しく指導され

たのかにも関わる。学習成果の検討は指導の内容，方法

の改善に有効である。

9）保留と転移の強化

　記憶したことを実際に再生でき，さらに他の事象にお

いて応用できるかが，学習において大きな課題である。

文献探索過程において正しく文献目録をできれば，冊子

体以外のオンラインやCD一一ROMのデータベース検索が

あることを提示する。保留と転移を高めることもBIの

目的である。

　このようにBIを教授の側面からみると，予備知識

理解，適応，応用と発展段階的に捉えることができる。

そしてBIは文献探索のパターンを認識させ，汎用性を

活かすことに重点を置いているのである。

　一方，出力としての習得されるべき能力についてガニ

エは5つの能力を上げている。それは，情報，知的技

能，認知的方法，運動技能，動機である25）。文献探索に

おける文献目録やオンライン検索を例に挙げてみる。

1）情報

　情報とは，識別と推論の前提となる事実，概念，原理

を指す。この情報を文献探索法に当てはめると，文献目

録の役割，その構成，種類，効果的な文献探索法などに

ついての基本的知識である。

2）　知的技能

　読む，書く，話すなどの基本的技能であり，文献目録

の見方，端末のキーインやファンクションキーの操作に

相当する。

3）認知的方策

　認知的方策とは学習者が注意して聞く，習い，覚える

内面的過程を制御する技能である。スペリングミスや，

コマンドを間違えると，正確にヒットしないことや，キ

ーワード検索の場合，余りに一般的な言葉から引くとヒ

ット数が多くて検索の意味が薄れることなどを把握する

ことである。

4）運動技能

　身体を使って動かす動作が運動技能であり，端末機に

おけるキーインの動作などが具体的な例である。この運

動技能の習得によってキーイン速度や操作の正確さの向

上につながる。

5）態度

　態度は，学習しようとする意欲，努力であり，目的を

持った活動への前提条件になる。検索するという意欲へ

は，具体的には，一一度キーインして検索されなければ，

他のアクセスポイントから検索する態度である。

　文献探索法を例にしてBIで学習される能力をとりあ

げたが，情報，知的技能，認知的方法，運動技能，態度

の5つの能力は，図書館・文献探索法の理解において不

可欠な能力である。あらゆるBIにはかニエの指摘する

9つの指導の側面と，学習によって獲得すべき5つの能

力が要求される。

　このように認知科学からBIにおける教授一学習の側

面を見ていくと，BIは図書館・情報環境における適応

能力を総合的に指導することを意味する。そして各種の

BIを利用者のニーズ，レベルに応じて展開していくこ

とが必要である。つまりゼミに沿ったBI，セルフBI，

そしてそれらを補うためにレファレンス・サービスを受

ける形が，論文作成過程に適した図書館・文献探索法に

ついての知識の提供である。

B．セルフBI・ガイドの構成

　ゼミに沿ったBIには，既に指摘したように不充分さ

が残る。既刊の分野別ガイドを見ても，6つのカテゴリ

ーを包括したものは刊行されていない。またシーヒのガ

イドは図書館員向けであり，それに類するものもその構

成は分野別構成にしている。これらを補う意味で図書館

・文献探索法についての知識を自立的に，能動的に学習

できるセルフBI・ガイドの基本方針は次のようにな

る。

1）セルフBI・ガイドは，ゼミに沿ったBIとレファ

レンス・サービスとをつなぐ媒体である。

2）　図書館・情報についての知識を体系的，系統的に提

供し，自立的，効率的な図書館利用及び，文献検索を可
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能にする。

3）論文作成における文献探索過程に沿うもので，トピ

ックスの把握図書館・文献探索法，文献探索，事項調

査，検証，論文の書き方の6つのカテゴリーから構成す

る。

4）認知科学における教授一学習過程に基づいた教授法

と学習されるべき能力を組み込む。

5）隣接，学際的な研究に対応する。

6）　データベース化してCAI化を計る。

　そしてその構成は6つからなる。

1）文献探索過程における6つのカテゴリーを設定し，

それぞれに学問分野，研究対象地域，使用言語，メディ

アなどの下位概念を設ける。

2）各カテゴリーにおいては，それぞれの工具の役割を

説明すると同時に，基本的な工具を例示し，使い方を説

明する。

3）全学問領域（人文，社会，自然科学）を包含し，そ

れぞれの学問領域（例えば社会科学）の下位の各学問

（例えば政治学）を並列的に配列する。

配列例：文献探索。遡及的文献目録

6つのカテゴリー 工具 メディア

一般

トピックスの把握 入門書 冊子 人文科学

百科事典 CD－ROM 音楽

学会誌　研究案内 オンライン ●

美学

図書館・文献探索 オリエンテーション 冊子　プリント 文学

法の把握 BI ツア「講義 ●

図書館ガイド AVフロッピー ●

参考図書ガイド 社会科学

@　　国際
文献探索 継続・累積索引文献目録 冊子CD。ROM 言語区分

抄録 フロッピー　オンライン 地域

遡及的文献目録 カード 言語区分

書評索引 国

特定文献目録 言語区分

市販目録 経済学

一国書誌 国際関係

蔵書目録 政治学

総合目録 国際

日本語

事項調査 事典 冊子CD－ROM 英語

人名事典 フロッピー　オンライン 独語

団体機関名鑑 ■

語学辞書 アジア

年表 日本語

地図帳・地名事典 ●

年鑑 アフリカ

日本国

検証 議会文書 冊子マイクロフィルム 米国

政府刊行物 CD－ROMフロッピー 日本語

外交文書 オンライン 英語

法令 ●

一

統計 自然科学

古文書 ●

●

論文の書き方 作文ガイド 冊子CD－ROM
スタイル・マニュアル フロッピー

第3図　セルフBI・ガイドの構成，内容と配列例

一　140　一



Library　and　lnformation　Science　No．　27　1989

4）　並列的に配列された全学問領域，各領域，各学問に

研究対象を国際，地域，国の順に配列する。

5）研究対象地域の下位概念として使用言語，あるいは

出版国を設ける。

6）　個別の参考図書において冊子体を優先して配列し，

他のメディアがあるものについてはそれを併記する。

　セルフBI・ガイドは，ゼミに沿ったBIの補完的な

役割を演じ，自分で図書館・文献探索法についての知識

を拡大していくことが可能である。そしてこうした構成

を考慮すれば，学問，研究の多様化に応えることができ

ると同時に，自分の専門以外の分野の文献探索を容易に

するのではないだろうか。6つのカテゴリーによって現

時点で自分が求めているものを明確にし，そして分野を

限定するガイドの方が，論文作成過程に沿った構成なの

で分かりやすいのである。

V．おわりに

　図書館・文献探索法についての知識の提供はゼミに沿

ったBIによって行われているが，それは必ずしも全論

文作成作業を満足させていない。論文作成過程を文献探

索から見ると，トピックスの把握，図書館・文献探索

法，文献探索，事項調査，検証，論文の書き方の6つの

カテゴリーに分けることができる。6つのカテゴリーを

充足するサービス，ガイドは見あたらない。この条件を

満足させるのが，本稿で述べてきたセルフBI・ガイド

である。

　図書館二文献探索法についての知識を得る方法とし

て，図書館の概略を知るオリエンテーション，文献探索

を重視したゼミに沿ったBIが実施され，そしてそれを

補うためにセルフBI・ガイドがあれば，学生は自立的

な文献探索ができ，また様々な問題に直面した場合にで

も自立的，能動的に問題解決が可能になる。つまりセル

フBI・ガイドにより，論文作成過程に生じた図書館利

用不安症候群の緩和が可能になる。そして自立的に解決

が困難な時にレファレンス・サービスを尋ねる。こうし

たステップを踏んだ文献探索過程は，論文作成の意図に

叶ったものである。観察力，思考力，表現力を重視する

論文作成は，持論を展開するために自立性が要求される

からである。
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